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ハ

け
一
ぷ
白
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一族一
…氷山

展
示
会
や
ラ
ッ
キ
ー
ヵ

i
ド
の
進
呈
な
ど

一
観
光
シ
l
ズ
γ
に
入
り
、
修
学
旅
行
に
、
ハ
イ
キ
ン
グ
に
た
一

一
け
な
わ
で
す
が
、
去
る
四
月
一
日
か
ら
開
館
し
た
水
族
館
一

一
も
毎
日
小
中
学
生
の
団
体
客
ゃ
、
家
族
連
れ
の
方
で
賑
わ
…

一
っ
て
い
ま
す
。
今
度
市
及
び
観
光
協
会
が
共
催
で
、
四
月
一

一
末
か
ら
五
月
始
め
の
日
曜
、
祭
日
の
続
く
ゴ
l
ル
デ

γ
ゥ
一

一
イ
l
ク
に
か
け
「
し
ん
き
ろ
う
祭
」
を
華
々
し
く
開
催
す
一

一

る

こ

と

に

な

り

ま

し

た

。

一

幸R広
し
ん
き
ろ
祭
り
は
例
年
行
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
今
年
は
内
容
も

充
実
し
、
御
来
館
の
皆
様
方
に

心
か
ら
楽
ん
で
頂
け
る
よ
う
計

画
し
て
い
ま
す
。

「
し
ん
き
ろ
う
祭
」
の
期
間
中

は
水
族
館
野
外
ス
テ
ー
ジ
に
於

て
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
な
演
芸

を
行
っ
て
い
ま
ず
か
ら
御
家
族

の
団
ら
ん
の
一
刻
に
、
御
子
様

連
れ
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク
に
連
休
の

一
日
を
水
族
館
で
お
過
し
下
さ

、。
-
U
 

市津魚(1 ) 

魚
津
市
章
が
四
月

十
五
日
に
決
り
ま
し

た
。
こ
の
市
章
は
静

岡
大
学
工
学
部
教
授

豊
沢
昇
氏
が
考
案
さ

れ
た
も
の
で
、
魚
津

市
の
「
ウ
」
を
主
題

と
し
た
構
想
で
、

「
ウ
」
を
三
方
に
突

出
さ
せ
た
の
は
、

@
市
勢
の
飛
躍
発
展
と

@
魚
津
市
が
世
界
に
誇
る
三

大
奇
観
の
贋
気
楼
、
埋
没

林
、
ほ
た
る
い
か
を

の
更
に
市
民
の
友
愛
、
誠
実
、

健
康
の
三
美
点
等
を
象
徴

さ
せ

@
波
頭
は
日
本
海
の
良
港
を

表
わ
す
と
共
に
「
津
」
の

感
覚
を
盛
っ
た
も
の
で
、

波
型
を
円
に
作
図
し
て
市

民
の
融
和
団
結
を
表
示
し

た
も
の
で
す
。

る決虫日ヤ

(昭和問9月間)
第三種郵便物認可/

市

五
月
三
日
〈
金
〉

午
後
一
時
せ
り
込
蝶
六

〈
魚
津
せ
り
込
蝶

六
保
存
会
〉

H
H

二
時
民
踊
〈
魚
津
、
新

地
二
業
組
合
〉

H
H

三
時
獅
々
舞

ハ
市
内
青
年
会
)

五
月
四
日
〈
土
〉

午
後
一
時
獅
々
舞

(
市
内
青
年
会
〉

固

定

資

産

税

税

率

固
定
資
産
税
の
税
率
は
、
地

方
税
法
の
規
定
で
は
標
準
が
百

分
の
一
・
四
、
制
限
は
百
分
の

ニ
・
五
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

本
市
に
お
い
て
は
合
併
以
来

特
殊
の
事
情
が
発
生
し
た
年
度

以
外
は
い
つ
も
標
準
税
率
を
採

っ
て
来
た
の
で
す
が
昭
和
三
十

民
踊
(
魚
津
、
新

地
二
業
組
合
〉

五
月
五
日
(
日
)

H 

二
時

J
O
L
R
公
開
録

音
の
ど
自
慢
コ
γ

ク

i
ル

ラ
ッ
キ
ー
ヵ
l
ド

抽
選
会

〈
雨
天
の
場
合
は
中
止

γ

ま
た
期
間
中
の
行
事
と
し
て
は

次
の
よ
う
な
も
の
が
組
ま
れ
て

い
ま
す
c

銘
菓
展
示
会
と

大
売
出
し

会
期
中
は
水
族
館
二
階
に
お
い

て
市
菓
子
製
造
組
合
に
よ
る
銘

菓
展
示
会
が
行
わ
れ
、
商
陪
街

の
/) 

~ ~ 

て

二
年
度
で
は
、
過
去
の
教
育
施

設
等
の
公
債
費
等
が
増
嵩
し
て

到
底
歳
出
を
賄
う
こ
と
が
で
き

な
い
の
で
、
止
む
を
得
ず
百
分

の
一
・
七
に
引
上
げ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

納
期
限
は
昭
和
三
十
一
年
度

第
五
期
分
と
の
関
係
も
あ
っ
て

一
ヶ
月
延
期
し
て
五
月
三
十
一

と
い
た
し
ま
し
た
。

納
税
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
甚

だ
迷
惑
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
す

が
こ
の
税
は
絶
対
確
保
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
是
非

納
期
内
に
納
入
さ
れ
、
市
政
が

円
滑
に
運
営
さ
れ
る
よ
う
積
極

的
な
御
協
力
を
お
願
い
致
し
ま

す。

五 の rか告 せた に 朝周 し要 る 仮 の理いにこ方ん四る市
日大〈ら日しか一日知まのだ 杭 方言~ま 区 のがで 月墳 で
ま売 さこはまら 回新願 す 事け の はにす 回際相 お二 墓 は
で出くケ五す御こ 開 う。 項 で 呑墓あ 。整 御 当 り十の火
突 し t月月 え 参 のにたなを 結号，の り届理協数ま 日突 災
施 がく 間 一 三考旨三 めお 聴構を前ま出課力あ しま 態 復
さ五ぐ に日 新ま党ill!~t 遠取 で 控に す 用ま いりたで 調興
れ月 j届で聞 で A 日隔 し、 え打か紙で たま がに査 区

訂!??iaii時??52;iiili???
ら 1いれ公 ら し 開問 に 致 所れる 告整 願急 、の 望 、あ

でとほ上れ年がり 賞 水六 審締 す天 族清 と特期〈待方かにテ i農ー害本 ま余米 今さ係国川昭 際 さ 墳

kぎなてZE主545 1ま夏品 22義官。自 慢をkE 日需 主2主tfi義蔵話量 日 誌 を者需型 A、災 122言
うんい青ぎと月れ年る た 賞 二日 表 、埋 モ無月 〉い 数真実を 1のしすの 0で費延 い在助地 十 ノJ、 |洩す-

E2222E52L;遊ご戸町照時間百日持制21U務長言Ef諸君主 口署害 iZ2E
嘆景にのり晩りるの 冗 展六 十 川館嬢 スを 五二 0を者主要 1に地険 で き五七た 放 の堤災 がI口 |あ 是縁
さ観輝呑まかまい期覧か協 示月 五 を、とを 特日 十 おの す領 、も 区を 水 れ十Oが置関防害 il'J 太i復 |り非 墳
せはくにしらすか節 会 し六 日 回魚 と選別ま 八 |ーらー?一 -一ー一一一也 ーー一湘晶-四時油田闘がで .‘.. 11(まと 基

54押すで護i船 塁手3 時間彦でi議磁調掴盤準麺盤難鍾罷糾 )11~旧 |芝同
とつい海さ今 船な 0で ま 、水、 日 ら 悶園田区醤開彊盛田極圏箆耀し 月 一虎 |よの定

τ可玄一「ζ蒜万瓦むiJ，芯7エ丁玄γγ一一- !殺柵蒲醸醐謹扇盤盤密盟圃麗臨覇額閥罵翻z芯友 ム 谷 1--一 一
。い 初 |滑回 方にら 次 |議鰯議議畿露慈綴翠喫繋綴翠察鶴謬豪摂翠覇調理圃E闘癒鴎繍膨繍燃?潔繋燃渓綴警 でな 地 l 等 に 、 、 、出御

2抗去¥;二品詰警悦交 第 |譲懇雲欝畿畿媛霧露畿議護議蕗諺;諺諺は 事巴 |い×Z自議友震童雲
覧一 !の配にら:にこ 竺竺 l翠饗鱗議議磁議義綴悉緩鱗滋謬欝機露緩繍懇牽綴翠撞魁麗単盤線機謹量う ぬ | り区 寺寺寺 す願

問 |2t22ぞ二詰 盤鱗議議機議鶏組薗睡盤題。露竣の い手22dd主旨
御揃 |の去 っ裁 て 日間 |機欝機畿議議輔画題劇麗 を I . '0外境 善泉 地す

れ |恥目白 デ義 l議選灘纏鱗議箇圃匝騒鍾髄iZ功 i× 査室そそ は0
下ほ |にが 災は各 り p 鍛麟襲警機組園田園騨盟国盟盟 す 六地光栄長
さた |っ、 者 、地広 明 |師 鰍純 一--哩竺一一国間醐園田も ケ並了明教

三 二 一一一ー か 災員玄71A17 誓金 I ~~τ芙識 ーせに 白 れにび船航 然 一 一一一一

野区平日時品 お 二百己主君子主義12の|君 主 おれ三重 自 |おれれ北洋出漁船「

円21172明211ii??5号甲 |2531ii性異霊 lif!?時Aiiitaiぞ
配れ喜はをは芝領訪翌日2ヱ刀|三;れ五九3竺識の |努 ち山大震351自宅壮決意
分 容 学 をつ ょ っ除 対 いさ日は 0て十一 |続れ当い、各に芹の未 |壮に河漁拠、いば漁、 隻 が》独式

主撃さ受主義 主 リ 。比五日磐 1222ZZ T Z意 方登 |を室主壁2悲12直言E4Z葉集
義 に及 る千 . 保 五 、企 ー す擢報巳一一一 |つ方け二竺 もら 替 は録 |つらとな漁独 0 な念漁粛年漁が流

需主決てこれ数小指 |LJZR2 霊祭主干す及|盤騒騒盤機1~!.JI1 針
金こ定はのす小(学金| り科 反録 例昨さ ぐび 111腰概論趨騒 藤 野響調風塵礎謹港し
のれす各 義 る学四生の| ま 料 にのの年い 11被ヰ 翻駆動 釜謀議事底置賜顔面臨ょた
牧まる施損 0校月〉残 | すになもー末。 に |温ー与這逼墨額壊懇議畿 葱摂~iG7~~叡
支で。 設金及現 及額 | か処りの部 富 :::r:圏盟国幽緬側 通悩aむの
のに にの び在びを| ら せ徹に が山 ヲユ |盟国園田哩盟囲盟理理堅議懇逐翠盟題益a混i出
内配 お使 保 )保 躍 | 御ら 底つ 改 県 総 |圃顕醒璽盟関翠霞膨l 翠盟国彊配漁
訳分 い用 育に育災 | 注れ 的 い正 白 ・ ;Iyu 盤盤鱈溺置函匝 饗廼恩賜献活
はさ てに 所按 園児 | 意るにてに 転 学 E薗際級建路建富豪総綴週睡燃 機運は
次れ 適つ に分児 童 | 下こ摘はな 車 ~ I騒樋脇醤事通鴎極総主総怒竃 線表撚 次
のた 宜い配しの" さと発条り 登 園田富醤園田温盟国脳凶猛 議 議 の

火
災
復
興
区
域
内
の

出

航

ー

杭

番

号

墳
墓
は
必
ず
届
出
て
下
さ
い

フ
・ソ

キ中
l学
カ生
1 ~こ

会
期
中
、
小
中
学
生
の
入
場
者

全
部
に
水
族
館
の
し
お
り
、
及

び
ラ
ツ
キ
カ
1
ド
を
無
料
配
布

し
、
抽
せ
ん
に
よ
っ
て
当
選
者

に
学
用
品
、
そ
の
他
の
賞
品
を

送
り
ま
す
。

市
内
観
光
写
真
コ

ン
テ
ス
ト

市
観
光
協
会
、
北
陸
夕
刊
新
聞

社
共
催
で
市
内
観
光
写
真
コ
γ

で

申

告

を

|

子

孫

の

?ミ

め

通
り
で
す
。

O
北
洋
独
航
船

富
山
丸
、
第
二
富
山
丸
、
第

十
迎
日
丸
、
雄
山
丸
、
常
栄

丸
、
第
三
立
山
丸
、

第
二
立

山
丸
、
第
五
立
山
丸
、
第
七

幸
漁
丸

O
北
海
道
根
拠
船

欣
興
丸
、
第
十
二
珠
の
浦
丸

第
十
珠
の
浦
丸
、
第
五
美
登

丸
、
第
六
美
登
丸
、
第
十
有

磯
丸
、
第
十
二
有
磯
丸
、
第

五
七
正
徳
丸

ハ写
真
は
魚
津
港
よ
り
家
族
に

見
送
ら
れ
て
出
漁
す
る
独
行

船
)

自

原
動
機
付
自
転
車
、

y
ヤ
カ
!
等
車

転納
期

は

五

昭
和
三
十
二
年
度
の
自
転
車
荷

車
税
の
う
ち
、

普
通
自
転
車
分

に
つ
い
て
は
、

標
識
取
替
と
同

時
に
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、

原
動
機
付
自
転
車
及
び

リ
ヤ
カ
ー
、
荷
車
等
に
対
す
る

通
り
で
す
。

一
、
牧
入
の
部

仁
義
損
金
の
総
額

四
五
、
三
八
九
、
八
二
七
円

Z
利
子

一
五
四
、
二
七
九
円

計
四
五
、
五
四
四
、
一

O
六
円

二
、
支
出
の
部

ー
第
一

回
配
分
額

二
三
、
三
三
四
、

0
0
0円

工
第
二
回
配
分
額

一
九
二
四
八
、
五

O
O円

玉
木
炭
購
入
代

一
、
五
六
七
、
七
六
五
円

計
四
回
、

O
五
O
、
二
六
五
円

こ
の
義
掲
金
並
び
に
救
援
物
資

の
配
分
に
関
す
る
監
査
を
す
る

た
め
に
次
の
三
氏
が
監
査
委
員

に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

稲

沢

弥

一

浅

尾

久

矩

宮

崎

直

三

tと

百
年
据
置
厚
生
基
金
に
加
入
を

毎
年
二
万
円
積
立
る
と

百
年
后
は
十
五
億
余
万
円
代
・••••• 

昭
和
三
十
年
七
月
、

市
民
の

厚
生
の
た
め
必
要
な
事
業
を
行

い
、
民
生
の
安
定
と
、
民
心
の

振
興
に
寄
与
す
る
た
め
「
百
年

据
置
厚
生
基
金
組
合
」
が
結
成

さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
毎
年

加
入
組
合
員
の
寄
附
金
を
そ
の

ま
斗
積
立
て
ふ
、
子
孫
の
た
め

に
、
平
和
な
安
楽
園
土
を
き
づ

こ
う
と
す
る
も
の
で
、
市
民
各

位
に
は
以
上
の
趣
旨
を
よ
く
御

理
解
さ
れ
、
太
年
も
多
数
の
方

々
が
進
ん
で
組
合
員
に
御
加
入

下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
加
入
寄
附
金
は
百
円
以

上
い
く
ら
で
も
差
支
え
ご
ざ
い

ま
せ
ん
。
御
賛
同
の
向
は
各
出

張
所
叉
は
市
厚
生
課
へ
御
申
込

み
下
さ
い
。

そ
こ
で
年
二
万
円
宛
積
立
て 車

荷

税

月
三
十
一

日

徴
税
令
書
は
従
来
通
り
五
月
〈

納
期
限
五
月
三
十
一
日
〉
に
発

行
い
た
し
ま
す
か
ら
、
納
期
限

ま
で
に
必
ず
納
付
さ
れ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

小
学
校
の
給
食
状
況

節そ 由天道加経本村大に校給市
的の 倉 神下 積 田江木町な別 食内
給他 小小小小小小小小つのを各
食の 学学学学学学学学て給行小
校小 校校校校校校校校い食つ学
(学 ま状て校
副校届"DC A A A A回A"Cす態いで
食は出ミ型型型型型型以型ー型。はまは
の時許/レ " """上(週 次すそ
み期可ク M M 〉一三 のFがれ

~';~ ....._:.._ 11 グググ
〉的〉の " " " 週回 よ、ぞ
季 み ----五〉 う学れ

る
と
す
れ
ば
(
年
利
九
分
五
年

据
置
、
半
年
利
払
信
託
・
:
北
銀

調
べ
に
よ
る
と
〉

五
十
年
后
に
は

一
千
九
百
十
二
万
余
円

八
十
年
后
に
は

二
億
七
千
百
三
十
八
万
余
円

百
年
后
に
は

十
五
億
七
千
九
百
六
十
余
万

円

!
 

と
な
り
ま
す
q

従
っ
て
百
年
后
の
我
々
の
子

孫
は
こ
れ
に
よ
っ
て
市
民
の
厚

生
の
た
め
に
必
要
な
沢
山
の
事

業
が
出
来
る
わ
け
で
す
。

一
人
で
も
多
く
御
加
入
下
さ

る
よ
う
望
ん
で
い
ま
す
。



(2) 

コ

、、
E

，J
旬
開
一
従
来
日
本
の
建
築
物
は
、
御
承

刑
制
一
知
の
よ
う
に
、
木
材
と
紙
で
造

9
便
一
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
、

年

郵

一

ー

U
種
一
こ
の
よ
う
な
環
境
に
生
活
し
て

和
三
一
い
る
私
達
は
、
自
然
と
火
災
に

昭
第
一

(
一
対
す
る
注
意
が
強
く
な
る
の
も

一
当
然
で
す
。

一
都
市
の
出
火
率
は
、
郡
部
に
比

一
し
、
非
常
に
高
く
、
そ
の
損
害

一
も
大
き
い
の
は
、
多
数
の
木
造

一
建
築
物
が
密
集
し
建
て
ら
れ
て

一
い
る
か
ら
で
す
。
出
火
の
一
つ

一
一
つ
が
そ
の
時
の
湿
度
、
風
度

目
慎
一
等
の
条
件
次
第
で
大
火
と
な
り

a『
一
得
る
危
険
を
も
っ
て
い
る
か
ら

一
常
に
大
火
の
恐
怖
の
下
に
あ
る

-
と
云
っ
て
も
云
い
過
ぎ
で
な
い

-
A
一
で
し
ょ
う
。

l
，
.
ま
た
木
造
建
築
物
は
、
風
水
害

等
の
た
び
の
喪
失
も
多
く
、
都

市
に
お
け
る
木
造
建
築
物
の
耐

周
年
限
が
五
十
年
と
見
る
こ
と

が
常
識
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
般
に
木
造
建
築
物
で
あ
る
限

り
そ
の
耐
周
年
数
は
、
人
間
一

生
の
勤
労
年
数
と
ほ
ぼ
同
様
な

も
の
で
あ
り
、
云
い
代
え
れ
ば

私
た
ち
は
、
居
住
し
、
活
動
す

る
た
め
の
建
築
物
を
一
生
の
蓄

積
に
よ
っ
て
建
築
し
た
も
の
が

市津魚

昭
和
三
十
二
年
度

次
の
代
に
な
に
も
の
に
も
な
ら

な
い
と
云
う
こ
と
に
も
な
り
ま

す。皆
さ
ん
方
が
今
度
の
大
火
で
祖

先
よ
り
蓄
積
さ
れ
た
財
産
を
瞬

時
に
し
て
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
あ
ま
り
に
も
燃
え
易
い

大
火
と
な
る
条
件
の
木
造
建
築

ば
か
り
で
あ
っ
た
か
ら
と
も
云

え
ま
す
。
こ
与
で
二
度
と
こ
の

苗

代

品

評

会

開

催

昭和32年 5月1日発行

合
ヘ
五
月
十
日
ま
で

四
、
審
査
別
に
定
め
る
基
準

に
よ
る
。

ロ

、ゾ
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L
た
い
の
で
あ
り
ま
す
。

不
燃
構
造
で
も
永
久
的
建
築
と

し
て
の
鉄
筋
コ
γ
ク
リ
l
ト
造

り
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
プ
ロ
ッ
ク

造
り
は
、
最
も
適
し
た
も
の
で

あ
り
ま
す
。
一

般
に
工
事
費
が

相
当
高
く
な
る
と
考
え
ら
れ
て

い
る
の
で
す
が
、
こ
L
で
お
奨

め
し
た
い
の
は
、
近
年
非
常
に

発
達
し
た
工
法
で
行
う
コ
ン
ク

リ
ー
ト
プ
ロ
ッ
ク
造
り
の
い
わ

ゆ
る
簡
易
耐
火
構
造
で
、
二
階

建
ま
で
の
も
の
は
、
比
較
的
に

安
く
あ
が
り
、
特
に
平
家
建
の

場
合
は
、
木
造
と
は
あ
ま
り
差

の
な
い
工
事
費
で
建
て
ら
れ
る

族
行
な
ど
の
補
導
か
相
談

ー

児

童

生

徒

補

導

協

議

会

|

交
通
安
全
に
つ
い
て
は
、

・
対
面
交
通
を
徹
底
し
、
特
に

自
転
車
の
左
側
通
行
の
厳
守

.
学
校
(
児
童
生
徒
〉
よ
り
一

般
社
会
人
に
呼
び
か
け

修
学
旅
行
の
注
意
と
し
て
は
、

.
眠
装
は
新
調
し
な
い
で
身
軽

な
も
の
と
す
る
こ
と

一一一一一→じ“ 一一一一一ー 一一一
予函回ル

-
食
物
、
持
物
は
多
く
持
た
せ

な
い
こ
と
。

遊
び
の
指
導
と
し
て
は
、

・
路

t
遊
戯
の
禁
止
と
遊
び
場

の
必
要
性

・
学
校
、

寺
院
等
で
遊
ぶ
時
の

注
意
と
し
て
き
ま
り
を
よ
く

.
守
る
こ
と

・
火
遊
び
、
危
険
な
遊
び
の
注

意
叉
夜
間
外
出
に
つ
い
て
は
午
後

九
時
以
後
の
外
出
を
し
な
い
こ

基 礎 鉄筋コ γクリート造

構 玉目造とz 体
コンクリートブロック造
く外部防火モルタル塗〉

屋 根 木造.セメ γ ト瓦葺
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×
×
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×
・・・
×

×
立同国
×

×
-・4
×

×坤ゴ
×

×、

×

×
日刀
×

メ

ノ

×

最
近
は
フ
エ

γ
現

×
寺
凡
×
象
下
で
は
あ
り
ま
す

×
1

J

×
一

×

，、

×
か
各
地
で
火
災
が
起

×
引
い
×
っ
て
い
ま
す
:

山

小

気

秋
、
当
市
の
大
火
の

×
ル
ハ
×
後
だ
け
に
火
災
と
一五

×

・4

ノ×

×
×
×
×
う
も
の
に
対
し
て
は

非
常
に
関
心
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
然

し
、
ど
れ
位
進
歩
的
に
実
践
の

あ
ら
わ
れ
が
出
来
て
い
る
か
と

申
し
ま
す
と
ほ
と
ん
ど
見
る
べ

き
も
の
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ

ま
す
。市
制
実
施
以
来
当
市
の
火
災

春

せ
っ
か
く
掃
除
さ
れ
た
川
や

一溝
に
、
心
な
い
人
達
に
よ
っ
て

一捨
て
ら
れ
る
「
ゴ
ミ
」
が
あ
ふ

一れ
て
は
、

街
の
美
化
を
害
す
る

一ば
か
り
で
な
く
、
不
潔
で
衛
生

l

一的
に
も
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。

一

ま
た
近
頃
よ
く
溝
に
「
ゴ
ミ
」

一が
つ
ま
り
、
下
水
が
道
路
等
に

一あ
ふ
れ
る
か
ら
、
取
除
い
て
貰

一
い
た
い
と
、
市
役
所
へ
連
絡
が

一あ
り
ま
す
。
勿
論
市
役
所
で
は

一街
の
清
掃
に
注
意
し
努
力
し
て

一
い
ま
す
が
、
何
し
ろ
人
手
不
足

一
も
あ
り
広
い
地
域
な
の
で
、
各

。
街
を
き
れ
い
に
・

溝
か
掃
除
お
し
ま
じ
よ
、
フ

「
ゴ
ミ
箱
」
を
備
付
け
て
下
さ
い

多

し、

火

災

ー
本
年
比
入
っ
て
十
二
件

i

と
な
ど
を
決
め
、
こ
れ
を
実
行

す
る
よ
う
呼
び
か
け
る
こ
と
に

な
っ
た
。

件
数
は
、
年
間
大
体
二
十
四
前

後
で
す
が
、
本
年
に
入
っ
て
か

ら
既
に
十
二
回
の
火
災
出
動
を

見
て
い
ま
す
。
こ
の
分
で
は
今

-

年
度
は
魚
津
市
始
っ
て
以
来
の

一

火
災
年
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
案
ぜ
ら
れ
ま
す
。
建
設
だ、

復
興
だ
と
幾
ら
努
力
さ
れ
て
も

こ
の
事
実
が
除
か
れ
な
い
限
り

大
魚
津
市
の
建
設
は
矧
せ
ら
れ

そ
う
に
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ぞ

れ
が
も
う
少
し
防
火
に
御
関
心

を
持
っ
て
火
災
を
未
然
に
防
ぎ

た
い
も
の
で
す
。
次
に
防
火
の

心
得
を
挙
げ
て
見
ま
し
ょ
う
。

火
災
電
話
の
か
け
方

一
、
消
防
署
に
火
災
専
用
電
話

が
あ
り
ま
す
か
ら
、

街
々
の
下
水
溝
の
「
ゴ
ミ
」
の

処
理
に
は
市
民
の
方
々
の
協
力

が
な
け
れ
ば
到
底
全
き
を
期
せ

ら
れ
ま
せ
ん
。

「
ゴ
ミ
」
が
つ
ま
る
と
不
潔
な

下
水
に
「
蚊
や
蝿
」
の
発
生
す

る
良
好
の
場
所
と
な
り
ま
す
。

「
蚊
や
蝿
」
の
な
い
街
に
す

る
た
め
に
も
、
街
の
美
化
か
ら

云
っ
て
も
出
来
る
だ
け
焼
却
し

た
り
「
ゴ
ミ
箱
」
を
備
付
け
、

川
や
溝
に

「
ゴ
ミ
」
を
絶
対
に

捨
て
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

〉
「
ノ
。

火
事
の
場
合
は
電
話
局
が
出
た

戸り

『火
事
だ、

消
防
署
』

と
云
え
ば
直
ぐ
消
防
署
へ
通
じ

ま
す
。

消
防
署
が
出
た
ら

『

O
O町
(
或
い
は

O
O部

落
〉
火
事
』

士
出
火
地
点
を
明
瞭
に
言
っ

て
下
さ
い
。
そ
し
て

『
わ
か
り
ま
し
た
』
と
返
事

を
す
る
ま
で
電
話
を
切
ら
な

い
で
下
さ
い
の

火
災
時
の
電
話
照
会
は

遠
慮
を

サ
イ
レ
ン
が
鳴
る
と
一
芹
に

『
火
事
は
何
所
だ
』

と
消
防
署
ヘ
電
話
照
会
さ
れ

ま
す
が
、
火
災
一
件
に
つ
い

て
少
く
と
も
百
通
話
以
上
の

照
会
が
あ
り
、
こ
れ
で
は
消

防
活
動
に
大
き
な
妨
げ
と
な

身
体
障
害
者
温
泉
療
養

申

込

み

は

七

日

ま

で

6. 

義
肢
、
補
助
器
等
の
製

作
修
理
、
座
談
会
、
慰

安
会
、
ハ
イ
キ
ン
グ

携
行
品

身
障
手
帳
、
白
米
三

日
三
・
六
合
の
割
〉
入

浴
具
、
日
用
品
、
弁
当

(
出
発
当
日
の
昼
食
〉

出
発
日
時

五
月
十
七
日
魚
津
駅
九

時
四
分
発
大
阪
行
に
乗

車

今
度
次
の
よ
う
に
肢
体
障
害
者

(児
童
除
く
〉
に
対
し
短
期
祖

泉
療
養
が
実
施
さ
れ
ま
す
の
で

希
望
さ
れ
る
方
は
福
祉
事
務
所

へ
五
月
七
日
ま
で
申
込
み
下
さ

、。
B
V
 一
、
主
催

富
山
県

国
立
山
中
病
院

二

、

協

力

日
本
赤
十
字
社
富
山
県
支
部

富
山
県
社
会
福
祉
協
議
会

富
山
県
傷
撰
軍
人
会

富
山
県
肢
体
障
害
者
協
会

三

、

期

間

第
三
班

五
月
十
七
日
か
ら
二
十
二
日

ま
で

四

、

場

所

国
立
山
中
病
院

五、

費

用

ー

健

康
診
断

(
無
料
〉

〈
但
し
X
線
フ
イ
ム
代

金
は
実
費
徴
収
〉

ワ
ム
治
療
費

特
に
治
療
を
要
す
る
も

の
は
各
種
社
会
保
険
を

利
用
の
こ
と

5.

経

費

る
の
で
、
三
十
分
以
内
は
御

遠
慮
願
い
ま
す
。

特
別
火
災
警
報
が
で
た

p
り一、

屋
外
の
火
気
は
全
部
消
し

て
下
さ
い
。

二、

屋
内
の
火
気
も
出
来
る
だ

け
消
し
て
下
さ
い
。

三、

屋
外
や
道
路
で
の
喫
煙
は

出
来
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

四
、
火
の
元
を
十
分
に
調
べ
て

い
た
ど
き
ま
す
。

五
、
各
戸
毎
に
用
心
水
を
出
し

て
下
さ
い
。ハ消

防

本

不
燃
建
築
の
訟
ず
お
め

一
ん
木
造
建
築
賓
と
余
り
変
ら
な
い
一
一

一

ン

ク

リ

i
ト

ブ

ク

造

り

一

一

こ
と
で
す
。

こ
与
に
平
家
建
と
二
階
建
の
プ

ロ
ッ
ク
造
り
簡
易
耐
火
構
造
の

一
宅

訳

略
図
と
工
事
概
要
な
ど
を
、
あ

一

ι

げ
ま
し
た
か
ら
今
後
本
建
築
の

一
ヅ

内

御
計
画
に
当
り
是
非
燃
え
な
い

一
ロ

建
築
を
計
画
致
し
ま
し
ょ
う
o

一
プ

要

よ
う
な
憂
き
目
を
子
孫
に
さ
せ
一
な
お
不
明
の
点
に
つ
い
て
は
、

一
十

t

な
い
よ
う
、
自
己
を
護
り
且
つ
一
何
時
で
も
市
役
所
建
築
課
へ
御

一
I

円
相

大
魚
津
市
発
展
の
た
め
に
是
ド

一

一
;

4

ご
相
談
下
さ
い
。

一
JF

築

と
も
燃
え
な
い
建
築
を
お
奨
め一

一
ン

ーさ
j
U
1
74

一
コ
建

計
山

口

一

切

引

‘

一

4
z
d
岨

付一

市
政
日
誌

四
月
-
日
か
ら
四
月
=
+
固

ま
で
四
月
一
日
(
月
〉

市
制
施
行
五
周
年
記
念
日

市
議
会
建
設
委
員
会
開
催

村
木
小
学
校
建
協
築
議
会
開

催
全
二
日
(
火
)

土
地
区
画
整
理
審
議
会
開
催 部

4. 

7. 

5. 

建
築
審
査
委
員
会
開
催

全
十
一
日
(
木
)

土
地
区
画
整
理
審
議
会
開
催

全

十
五
日
(
月
〉

市
議
会
議
員
協
議
会
開
催

土
地
区
画
整
理
審
議
会
開
催

全
十
七
日
(
水
)

増
田
富
山
地
方
法
務
局
長
来

市
全
十
八
日
(
木
〉

松
村
謙
三
代
議
士
来
市

土
地
区
画
整
理
審
議
会
開
催

全

四
日
(
木
)

秋
田
市
大
館
市
都
市
計
画
整

理
審
議
委
員
来
市

全
五
日
(
金
〉

市
議
会
建
設
委
員
会
開
催

定
例
農
業
委
員
会
開
催

全
六
日
〈
土
〉

定
例
教
育
委
員
会
開
催

全
八
日
ハ
月
)

市
議
会
滞
納
処
理
特
別
委
員

会
開
催

土
地
区
画
整
理
審
議
会
開
催


